
 いつも、文化の森てんえい 「図書室」をご利用いただき、ありがとうごいます。    

今月も皆さんからのリクエストのほか、新刊・話題の本を数多く取り扱っていきますので、ぜひご利用ください。    

９月８日（金）に天栄村体育館と天栄幼稚園の２会場で家庭劇場が行われました。 

天栄村体育館では村内小学校１年生～４年生、高齢者学級寿大学を対象に劇団風の子による「ぱらりっとせ」が、天栄幼稚園 

では園児を対象に劇団すぎの子による「かもとりごんべえ」が上演されました。普段あまり見る機会のないプロの劇に会場中が 

見入っていました。 

 ・月間おすすめ本紹介コーナーでは、読者の皆さんから図書室内の本について他の人にお勧めしたい本を２００文

字程度で書いてもらい、その作品を紹介するコーナーとなります。 

おすすめ本紹介は、図書室カウンター前に応募用紙がありますので、おすすめしたい本がありましたらぜひ投稿して

ください。 

 

・募 集 期 間  随 時 

・募 集 内 容  文化の森 てんえい「図書室」内にある図書 

・投稿文字数  ２００文字程度 

平成２９年１０月４日発行 

・おすすめしたい本を２作品紹介いたします。 

いつも文化の森図書館をご利用いただきありがとうございます。 

文化の森図書館から図書の利用について文化の森からお願いがあります。本が破れていたり、壊れていた 

りしたときは返却時に文化の森職員に教えてください。次の利用者への思いやりを持った利用にご協力をお 

願いいたします。 

   館長のおすすめ本 

  【ねむり】  著 ・ 村上春樹/著  カット・メンシック/イラストレーション  新潮社  

 眠らなくなったとき、人はどうなるのだろう。一日の三分の一を眠りに費やしているこの時間を手にした普通の主婦 

は、大好きな読書をブランディーとともに貪る。この一見充実した先には、いったい何があるのだろうか。 

ベストセラー作家、村上春樹氏の書を初めて読んだ私は、正直、作家の紡いでいるきれいな比喩をまだ理解できな 

い。しかし、また別の作品を読んでみようとする文体ではあると思う。 

この「ねむり」という短編が村上春樹の世界に溺れるきっかけになるのかも。 
 

   Ｋ さんのおすすめ本 

  【アドラー式「しない」子育て】  著・向後千春  吉田尚記  白泉社 

 子育ては大変だと感じているお母さんに、ぜひお勧めの本です。「しなくてもいいことをしている」から、子育ては大 

変だと感じるのです。アドラー心理学に基づいた「しない」を知れば、育児はグッとシンプルに、親子関係は良好に、 

気持ちも楽になります。そのために親はどうあるべきか？この本は悩めるママのカウンセリングを通して、子どもを変 

えるのではなく「親が変わる」方法を教えてくれます。 


